
１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

これまでは聖劇の中のマリア様のイメージしか持っていなかった子どもたちだが、絵本を読んでいくうちに興味を深めている

のが伝わってきた。中でもマリア様の幼少期についての絵本を読んだ際には自分たちと同じように歌ったり踊ったりすること

が好きな子ども時代があったことにとても興味を示し、ますます祈りを深めていたように感じる。

・カトリック園で生活の節目ごとに祈る機会がある

・月に数回教会訪問や神父様の話を聞く

・母の日を通してカトリックの中でのみんなのお母様の存在を知り、祈りを深め始めた。

・聖母月（5月）・マリア様に興味を持ち、祈りを深める

・聖母祭に参加する

・ロザリオの月を知り、アベマリアの祈りを願いを込めて祈る

・聖劇を通してマリア様への思いを深める

・ロザリオを自分で作って心を込めて祈る

　マリア様に関する絵本数冊

・マリア様について知り、祈りを捧げる

　絵本の中でマリア様の幼少期について、イエス様のお母さんになってからのマリア様に

　ついて、また聖歌「マリア様のこころ」の内容からマリア様の姿を知る。

　毎朝の祈りの場で、いつもの祈りに加えて「アベマリアの祈り」を行う機会を作る

・マリア様に関する絵本を読み、イエス様のお母様であるだけでなく神様の国ではみんなのお母様であることや、母の日の話

題に合わせてみんなのお母様マリア様を5月に祝うということがスムーズにつながったようだった。マリア様に関する絵本を

いくつか読み聞かせたことで、特別な存在ではあるけれど身近な存在に感じることができたようだった。

　マリア様


